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黄
霊
芝
「
自
選
百
句
」
評
釈
（
一
）

―
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
台
湾
の
日
本
語
俳
句
―

下　

岡　

友　

加

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
台
湾
季
語
、
無
季
自
由
律
、
音
調
、
パ
ロ
デ
ィ
、
物
語
性

　
は　
じ　
め　
に

　

黄
霊
芝
（
本
名
：
黄
天
驥
。
一
九
二
八
―
二
〇
一
六
）
は
、
戦
後
の
台
湾
に

お
い
て
日
本
語
を
主
た
る
創
作
言
語
と
し
た
作
家
、
俳
人
で
あ
る
。
帝
国
日
本

の
植
民
地
下
に
あ
っ
た
台
湾
に
お
い
て
、
幼
少
期
か
ら
青
年
期
に
か
け
て
日
本

語
教
育
を
受
け
た
、
い
わ
ゆ
る
「
日
本
語
世
代
」
の
一
人
で
あ
っ
た
（１）
。
日
本

の
敗
戦
後
、
台
湾
で
は
公
用
語
が
中
国
語
と
な
り
、
日
本
語
使
用
が
禁
止
さ
れ

た
。
文
芸
家
を
志
し
て
い
た
黄
は
一
度
は
そ
の
道
を
あ
き
ら
め
た
。
だ
が
、
一

九
歳
で
結
核
を
患
う
。「
あ
す
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
と
言
葉
の
作
品
を

作
っ
て
生
き
た
証
を
残
し
た
い
と
考
え
た
。
だ
と
す
れ
ば
、
日
本
語
を
使
う
し

か
な
か
っ
た
（２）
」
と
い
う
切
迫
し
た
理
由
か
ら
、
日
本
語
創
作
を
開
始
す
る
。

結
果
と
し
て
、
黄
は
八
七
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
に
俳
句
、
短
歌
、
小
説
、
随

筆
、
評
論
、
童
話
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
に
渡
る
日
本
語
作
品
を
生
み
出
し

た
。

　

黄
は
二
〇
〇
四
年
に
第
三
回
正
岡
子
規
国
際
俳
句
賞
を
受
賞
し
、
二
〇
〇
六

年
に
は
旭
日
小
綬
章
を
、
さ
ら
に
同
年
に
台
湾
文
学
家
牛

オ
ツ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド津

賞
を
受
け
る
な

ど
、
そ
の
文
業
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
戦
後
台
湾
の
日
本
語

文
芸
が
と
も
す
れ
ば
「
日
本
趣
味
」
と
し
て
貶
め
ら
れ
る
こ
と
を
、
黄
は
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

　

わ
れ
わ
れ
一
群
の
外
国
人
が
、
日
本
人
と
何
ら
変
わ
り
の
な
い
純
粋
な

日
本
語
で
（
時
に
は
日
本
人
以
上
に
純
粋
な
日
本
語
で
）
短
歌
や
俳
句
を

つ
く
っ
た
り
す
る
と
多
く
の
人
は
目
を
瞠
い
て
び
っ
く
り
す
る
。
そ
し
て

―
―
大
抵
は
そ
れ
で
お
仕
舞
い
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
わ
れ
わ
れ
の
作
品
は
作
品
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
前
に
、

単
な
る
「
日
本
趣
味
」
と
し
て
片
づ
け
ら
れ
て
し
ま
い
が
ち
な
の
で
あ

る
。
事
す
で
に
「
趣
味
」
で
あ
る
か
ら
に
は
、
と
て
も
本
場
物
に
は
か
な

わ
な
い
、
と
い
う
先
入
意
識
が
誰
の
胸
に
も
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
（３）
。
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黄
は
「
俳
句
は
日
本
の
先
生
が
開
拓
し
た
分
野
だ
け
ど
、
そ
れ
に
巻
き
込
ま

れ
る
の
で
は
な
く
て
、
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
ん
で
す
よ
」
と
、
生
前
の
イ
ン

タ
ヴ
ュ
ー
で
も
語
っ
て
い
た
（４）
。
黄
は
旧
来
か
ら
存
す
る
日
本
季
語
を
駆
使
す

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
台
湾
季
語
も
新
た
に
創
出
し
て
『
台
湾
俳
句
歳

時
記
』（
言
叢
社
、
二
〇
〇
三
・
四
）
を
編
み
、
両
者
の
季
語
を
使
い
分
け
て

用
い
る
。
つ
ま
り
、「
本
場
物
に
は
か
な
わ
な
い
」
ど
こ
ろ
か
、
明
ら
か
に
日

本
の
俳
人
以
上
の
手
数
を
持
つ
俳
人
と
言
え
よ
う
。

　

本
稿
は
、
黄
が
生
前
最
後
の
作
品
と
し
て
発
表
し
た
「
自
選
百
句
（５）
」
を
と

り
あ
げ
て
、
す
べ
て
の
句
の
評
釈
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

現
在
、
俳
句
はH

A
IK

U

と
し
て
世
界
中
に
広
が
る
文
学
形
式
で
あ
り
、

「
日
本
語
で
書
く
人
よ
り
他
の
言
語
で
俳
句
を
書
く
人
の
ほ
う
が
多
」
く
、「
二

百
近
い
国
、
地
域
で
百
数
十
以
上
の
言
語
で
書
か
れ
て
い
る
（６）
」。
つ
ま
り
、

日
本
以
外
の
場
所
で
日
本
人
以
外
の
作
者
が
つ
く
る
俳
句
は
、
作
者
自
身
の
母

語
で
詠
ま
れ
る
こ
と
が
、
一
般
的
と
言
え
る
。
対
し
て
、
黄
が
創
立
し
、
主
宰

し
て
き
た
台
北
俳
句
会
で
は
、
専
ら
日
本
語
を
用
い
て
創
作
や
句
会
が
行
わ
れ

て
き
た
（７）
。
二
〇
二
五
年
は
戦
後
八
〇
年
と
い
う
節
目
の
年
で
あ
る
こ
と
が
日

本
で
は
繰
り
返
し
報
道
さ
れ
た
が
、
台
北
俳
句
会
の
他
、
台
湾
歌
壇
（
一
九
六

七
年
創
立
）、
台
湾
川
柳
会
（
一
九
九
四
年
創
立
）
の
よ
う
に
、
日
本
語
に
よ

る
文
芸
グ
ル
ー
プ
が
今
も
存
続
す
る
台
湾
は
、
日
本
の
植
民
地
支
配
と
い
う
暴

力
の
痕
跡
を
未
だ
色
濃
く
遺
し
、
記
憶
す
る
場
と
し
て
あ
る
。
そ
う
し
た
ポ
ス

ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
台
湾
に
お
い
て
生
ま
れ
た
日
本
語
俳
句
を
読
む
こ
と
は
、
帝
国

日
本
の
加
害
の
歴
史
を
改
め
て
認
識
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
台
湾
と
い
う

場
と
そ
こ
に
生
き
る
人
々
に
思
い
を
は
せ
、
台
湾
の
創
造
し
た
新
た
な
日
本
語

の
表
象
可
能
性
を
知
り
学
ぶ
、
一
つ
の
貴
重
な
機
会
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

一
九
五
六
年
の
台
北
相
思
樹
会
参
加
か
ら
数
え
れ
ば
、
黄
の
句
歴
は
六
〇
年

に
及
び
、
真
面
目
で
情
緒
的
な
句
か
ら
滑
稽
句
、
物
語
性
を
色
濃
く
持
つ
句
な

ど
、
様
々
な
俳
句
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
黄
の
句
境
の
奥
行
き
は
深
く
、
方

法
も
融
通
無
碍
で
あ
る
。
ま
た
、
黄
は
「
俳
句
と
い
う
の
は
分
か
ら
な
い
よ
う

に
詠
む
べ
き
だ
と
思
う
。
そ
し
て
、
あ
る
程
度
想
像
を
加
え
て
理
解
す
る
。
そ

う
し
な
い
と
面
白
く
な
い
（８）
」
と
い
っ
た
価
値
観
を
持
つ
俳
人
で
あ
っ
た
。

よ
っ
て
、
彼
の
句
に
は
相
当
に
難
解
な
も
の
が
存
す
る
が
、
黄
自
身
が
選
ん
だ

百
句
の
解
読
を
通
じ
て
、
黄
の
「
広
場
（９）
」
の
様
相
を
可
能
な
限
り
で
詳
ら
か

に
し
た
い
。

　

な
お
、「
自
選
百
句
」
を
対
象
と
し
た
論
考
に
、
拙
稿
「
戦
後
台
湾
の
日
本

語
文
学
―
黄
霊
芝
「
自
選
百
句
」
の
表
現
―
（10）
」、
拙
稿
「「
達
人
（adept

）」

と
し
て
の
日
本
語
俳
句
―
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
台
湾
の
日
本
語
作
家
・
黄
霊
芝

の
方
法
―
（11）
」
が
あ
る
。
前
者
で
は
百
句
全
体
の
構
成
と
表
現
特
徴
を
明
ら
か

に
し
、
後
者
で
は
黄
の
句
が
旧
宗
主
国
の
言
語
を
用
い
な
が
ら
、
そ
の
規
範
か

ら
「
文
化
的
な
独
立
宣
言
」
を
既
に
果
た
し
た
「
達
人
（adept

）」
期
の
領
域

に
あ
る
こ
と
を
、
ピ
ー
タ
ー
・
バ
リ
ー
の
用
語
を
援
用
し
な
が
ら
論
じ
た
（12）
。

そ
こ
で
は
、
百
句
す
べ
て
の
句
に
つ
い
て
言
及
し
得
て
は
い
な
い
が
、
一
部
の

句
に
つ
い
て
は
、
本
稿
と
重
複
す
る
記
述
も
存
す
る
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
お

断
り
し
て
お
く
。
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【
凡
例
】

・「
自
選
百
句
」
の
原
文
に
は
な
い
、
通
し
番
号
１
～
100
を
付
し
て
配
列
順
に

句
を
示
し
た
。
ル
ビ
は
原
文
通
り
に
付
し
た
。

・
原
文
に
は
俳
句
に
黄
霊
芝
自
身
の
注
記
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
そ

の
注
記
も
句
と
と
も
に
太
字
で
示
し
た
。

・
句
の
読
み
は
、
原
文
が
歴
史
的
仮
名
遣
い
の
ひ
ら
が
な
の
場
合
も
、
す
べ
て

現
代
仮
名
遣
い
で
表
記
し
た
。

・
黄
霊
芝
『
台
湾
俳
句
歳
時
記
』（
言
叢
社
、
二
〇
〇
三
・
四
）
収
録
の
台
湾

季
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
同
書
の
採
用
す
る
「
年
末
年
始
」

「
暖
か
い
頃
」「
暑
い
頃
」「
涼
し
い
頃
」「
寒
い
頃
」
の
季
節
区
分
と
と
も
に

季
語
を
示
し
た
。
そ
れ
以
外
の
日
本
季
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

「
新
年
」「
春
」「
夏
」「
秋
」「
冬
」
で
季
節
区
分
を
示
し
た
。

・
日
本
季
語
の
用
語
・
季
節
区
分
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
『
合
本
俳
句
歳
時

記
』
第
三
版
（
角
川
書
店
、
一
九
九
七
・
六
、
電
子
辞
書
版
）
に
拠
っ
た

が
、
そ
れ
以
外
の
文
献
を
参
照
し
た
場
合
に
は
そ
の
都
度
典
拠
を
示
し
た
。

「
自
選
百
句
」

１　
初
蟬
に
雨
、
雨
、
雨
、
雨

　
　
　
　

�

登
場
人
物
は
す
べ
て
モ
ノ
で
あ
る
。
コ
ト
は
モ
ノ
に
隠
れ
て
見
え
な

い
。

【
初
出
・
既
出
】『
黄
霊
芝
作
品
集　

巻
二
〇
』（
二
〇
〇
三
・
一
二
）、『
台
北

俳
句
会
四
〇
周
年
紀
念
集
』（
二
〇
一
〇
・
一
二
）

【
読
み
】
は
つ
ぜ
み
に　

あ
め
、
あ
め
、
あ
め
、
あ
め

【
季
語
】
初
蟬
（
蟬
）
／
夏

【
句
意
・
解
釈
】
初
蟬
が
登
場
し
た
と
思
い
き
や
、
そ
こ
に
容
赦
な
く
雨
が
降

り
続
い
て
い
る
。
今
年
初
め
て
蟬
の
声
が
聴
け
た
と
い
う
喜
び
と
、
初
夏
の
到

来
を
感
じ
た
の
も
束
の
間
、
蟬
の
鳴
き
声
（
生
の
活
動
）
を
妨
げ
る
雨
が
鬱
陶

し
く
降
り
続
く
。
こ
の
雨
の
中
で
初
蟬
は
鳴
く
こ
と
も
か
な
わ
ず
、
息
を
潜
め

て
雨
が
あ
が
る
の
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

中
七
下
五
に
該
当
す
る
、
三
つ
の
読
点
と
四
つ
の
連
続
す
る
「
雨
」
と
い
う

漢
字
の
形
象
が
、
雨
の
滴
と
雨
の
降
り
続
く
様
子
を
直
接
視
覚
に
訴
え
て
強
調

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
気
象
の
リ
フ
レ
イ
ン
を
読
点
を
用
い
て
あ
ら
わ
し
た

先
行
句
と
し
て
は
、
種
田
山
頭
火
の
「
雪
、
雪
、
雪
の
一
人
」（
一
九
三
三
年
）

が
あ
る
（13）
。
山
頭
火
の
句
で
は
、
自
然
対
人
間
（
自
己
）
と
い
う
二
者
の
関
わ

り
が
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
黄
の
掲
句
で
は
、
雨
（
の
非
情
）
と
蟬
と
、
ま
た
そ

の
様
相
を
捉
え
る
人
間
と
い
う
三
者
の
関
係
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
地
上

に
登
場
し
て
以
後
、
決
し
て
長
く
は
生
き
ら
れ
な
い
蟬
に
対
す
る
人
間
の
抱
く

慈
し
み
、
愛
情
が
感
じ
ら
れ
る
句
で
あ
る
。

　
「
登
場
人
物
は
す
べ
て
モ
ノ
で
あ
る
。
コ
ト
は
モ
ノ
に
隠
れ
て
見
え
な
い
。」

と
い
う
黄
霊
芝
自
身
に
よ
る
注
記
が
付
さ
れ
て
い
る
通
り
、
助
詞
の
「
に
」
を

除
け
ば
、「
初
蟬
」「
雨
」
と
い
う
モ
ノ
（
漢
字
）
を
並
べ
た
だ
け
の
最
も
シ
ン

プ
ル
な
二
物
衝
突
の
句
で
あ
る
。
が
、
情
景
だ
け
で
な
く
、
見
え
な
い
（
は
ず
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の
）
心
情
＝
コ
ト
ま
で
が
誰
に
で
も
伝
わ
る
秀
句
と
言
え
よ
う
。
破
調
で
は
あ

る
が
、
上
五
の
「
は
つ
ぜ
み
」
と
中
七
下
五
に
該
当
す
る
「
あ
め
」
の
頭
が
と

も
に
ａ
音
で
通
じ
て
お
り
、
頭
韻
を
踏
む
か
た
ち
で
調
子
が
整
え
ら
れ
て
い

る
。

　

２　
蟬
閉
ざ
す
教
室
の
窓
一
、
二
、
三
、
四
、
五
…

　
　
　

�　
音
が
聞
こ
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
蟬
好
き
な
先
生
の
笑
顔
が
。

そ
も
そ
も
教
室
の
窓
は
偶
数
個
あ
る
も
の
だ
。
ゆ
え
に
一
、二
、三
、四
、

五
、六
で
な
い
と
辻
褄
が
合
わ
な
い
。
だ
が
違
う
の
だ
。
件
の
蟬
、
窓

が
閉
ざ
さ
れ
た
時
点
で
教
室
か
ら
す
で
に
脱
出
し
て
い
た
…

【
初
出
・
既
出
】『
黄
霊
芝
作
品
集　

巻
二
〇
』（
二
〇
〇
三
・
一
二
）、『
台
北

俳
句
会
四
〇
周
年
紀
念
集
』（
二
〇
一
〇
・
一
二
）

【
読
み
】
せ
み
と
ざ
す　

き
ょ
う
し
つ
の
ま
ど　

い
ち
、
に
、
さ
ん
、
し
、
ご

…【
季
語
】
蟬
／
夏

【
句
意
・
解
釈
】
夏
の
あ
る
日
、
蟬
が
教
室
に
入
り
込
ん
で
き
た
。
蟬
を
捕
ら

え
よ
う
と
、
教
師
と
学
生
た
ち
は
教
室
の
窓
を
大
急
ぎ
で
次
々
に
閉
め
て
い
っ

た
。
が
、
五
つ
目
の
窓
を
閉
め
て
い
る
間
に
、
残
念
な
が
ら
、
蟬
は
外
へ
と
逃

げ
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
よ
…
。

　

蟬
を
捕
ら
え
損
な
っ
た
教
室
の
喪
失
感
、
失
望
感
と
、
蟬
の
飛
ん
で
逃
げ
て

い
っ
た
軌
跡
そ
の
も
の
が
句
の
末
尾
の
「
…
」
に
示
さ
れ
て
い
る
と
読
め
る
。

ち
な
み
に
、『
黄
霊
芝
作
品
集　

巻
二
〇
』（
二
〇
〇
三
・
一
二
）、『
台
北
俳
句

会
四
〇
周
年
紀
念
集
』（
二
〇
一
〇
・
一
二
）
に
お
い
て
、
同
句
は
「
蟬
閉
ざ

す
教
室
の
窓
一
二
三
四
五
六
」
と
表
記
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
原
句
で
は
、

六
つ
の
窓
は
閉
め
切
ら
れ
て
蟬
を
教
室
に
閉
じ
込
め
た
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で

き
る
表
現
で
あ
っ
た
。「
自
選
百
句
」
で
は
そ
れ
を
掲
句
の
よ
う
に
改
稿
し
、

人
間
に
よ
る
捕
獲
の
失
敗
と
蟬
の
自
由
を
詠
む
表
現
へ
と
転
じ
て
、
俳
味
を
醸

成
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

　

百
句
中
の
第
一
句
、
第
二
句
が
と
も
に
蟬
句
で
あ
り
、〈
蟬
の
詩
人
〉
と
言

う
べ
き
黄
霊
芝
の
好
み
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
た
配
列
で
あ
る
。
黄
に
は
「
句

集　

蟬
三
〇
〇
句
」（『
黄
霊
芝
作
品
集　

巻
二
〇
』
二
〇
〇
三
・
一
二
）
が
あ

り
、
そ
こ
で
は
計
四
四
六
句
の
蟬
句
が
詠
ま
れ
て
い
る
（14）
。
こ
の
「
自
選
百
句
」

に
お
い
て
も
、
全
百
句
中
一
九
句
に
蟬
（
蜩
を
含
む
）
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

３　
さ
丹
塗
り
の
頰
は
役
者
や
帝み
か
ど

雉き
じ

　
　
　
　
輪
廊
の
は
っ
き
り
し
た
染
め
分
け
は
役
者
め
く
。

【
初
出
・
既
出
】『
黄
霊
芝
作
品
集　

巻
一
五
』（
二
〇
〇
〇
・
一
二
）、『
台
湾

俳
句
歳
時
記
』（
二
〇
〇
三
・
四
）、『
台
北
俳
句
会
四
〇
周
年
紀
念
集
』（
二
〇

一
〇
・
一
二
）

【
読
み
】
さ
に
ぬ
り
の　

ほ
お
は
や
く
し
ゃ
や　

み
か
ど
き
じ

【
季
語
】
帝
雉
／
暖
か
い
頃

【
句
意
・
解
釈
】
台
湾
特
有
種
の
鳥
で
あ
る
帝
雉
（
の
雄
）
は
、
あ
た
か
も
頬
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を
あ
か
く
塗
っ
た
（
京
劇
の
）
役
者
の
よ
う
で
あ
る
。
な
ん
と
艶
や
か
で
魅
力

的
な
姿
で
あ
る
こ
と
よ
。

　
『
台
湾
俳
句
歳
時
記
』
の
「
帝み

か
ど

雉き
じ

」
の
項
に
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い

る
。「
尾
長
だ
け
で
五
〇
セ
ン
チ
を
超
す
大
型
の
雉
。
台
湾
特
有
種
。
雄
は
し

た
た
る
よ
う
な
濃
紺
色
を
纏
い
、
翼
と
尾
に
伊
達
な
白
縞
を
飾
る
。
顔
は
真

赤
。
雌
は
や
や
小
型
で
黄
褐
色
に
白
を
混
じ
え
、
色
が
渋
く
、
短
尾
。
中
高
海

抜
の
針
葉
樹
林
中
の
灌
木
や
竹
叢
に
棲
息
し
、
朝
夕
出
で
て
野
苺
や
蕨
類
、
昆

虫
を
啄
む
。
雨
後
、
好
ん
で
山
道
を
散
策
闊
歩
し
、
そ
の
悠
然
た
る
王
者
の
よ

う
な
姿
か
ら
帝
雉
の
名
を
得
た
。
中
国
名
は
黒
長
尾
雉
。
国
際
的
に
名
だ
た
る

雉
で
、
飼
鳥
家
の
誰
も
が
一
度
は
飼
っ
て
み
た
い
と
思
う
鳥
で
あ
る
が
、
昔
は

原
住
民
が
羽
毛
を
頭
飾
と
し
、
今
日
で
は
標
本
と
し
て
密
猟
さ
れ
、
絶
種
が
危

ぶ
ま
れ
て
い
る
」（
二
四
〇
頁
）。
伊
東
剛
史
の
論
考
に
拠
れ
ば
（15）
、
帝
雉
は
台

湾
に
採
集
に
来
た
イ
ギ
リ
ス
人
の
手
を
通
じ
て
、
一
九
〇
六
年
に
新
種
と
し
て

学
術
誌
に
記
載
さ
れ
、
そ
の
後
も
、
孵
化
に
成
功
し
た
帝
雉
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
と
い

う
。

　

と
も
す
れ
ば
、
人
は
雄
の
長
い
尾
羽
の
方
に
着
目
し
が
ち
で
あ
る
が
、
掲
句

は
顔
の
特
徴
の
方
に
着
目
し
た
。
台
湾
の
千
ド
ル
紙
幣
に
も
描
か
れ
た
、
台
湾

固
有
の
美
し
い
鳥
を
誰
に
で
も
分
か
り
や
す
く
擬
人
化
し
て
み
せ
た
句
。

４　
山
さ
来
て
蟬
な
ん
知
ら
ぬ
ギ
タ
ー
掻

【
初
出
・
既
出
】『
台
北
俳
句
集　

二
一
集
』（
一
九
九
三
・
二
）、『
黄
霊
芝
作

品
集　

巻
二
〇
』（
二
〇
〇
三
・
一
二
）、『
台
北
俳
句
会
四
〇
周
年
紀
念
集
』

（
二
〇
一
〇
・
一
二
）

【
読
み
】
や
ま
さ
き
て　

せ
み
な
ん
し
ら
ぬ　

ぎ
た
ー
か
き

【
季
語
】
蟬
／
夏

【
句
意
・
解
釈
】
句
意
を
二
つ
挙
げ
る
。
①
山
へ
来
て
蟬
な
ん
か
に
は
目
も
く

れ
ず
、
山
上
か
ら
ギ
タ
ー
を
思
い
っ
き
り
掻
き
鳴
ら
す
、
あ
あ
、
な
ん
と
気
持

ち
の
良
い
こ
と
よ
。
②
夏
山
へ
わ
ざ
わ
ざ
来
て
、
蟬
に
は
目
も
く
れ
ず
、
蟬
の

声
を
か
き
消
す
よ
う
に
人
工
物
の
ギ
タ
ー
を
掻
き
鳴
ら
す
と
は
、
あ
あ
、
な
ん

と
非
常
識
な
人
間
で
あ
る
こ
と
よ
。

　

ギ
タ
ー
を
「
弾
く
」
の
で
は
な
く
、「
掻
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

す
れ
ば
、
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
よ
り
、
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
の
方
が
こ

の
句
に
は
似
つ
か
わ
し
い
。
た
だ
し
、
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
で
あ
れ
ば
、
電
源
が
必

要
と
な
る
た
め
、
山
で
行
わ
れ
る
夏
の
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
様
子
を
踏
ま

え
て
詠
ま
れ
た
句
か
。
ギ
タ
ー
を
掻
く
本
人
の
視
点
か
ら
句
意
を
と
れ
ば
①
、

山
に
住
む
第
三
者
の
視
点
か
ら
句
意
を
と
れ
ば
②
と
変
わ
る
。
上
五
に
「
山
さ

来
て
」
と
、
格
助
詞
「
さ
」
が
あ
え
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
田
舎
者

か
老
齢
を
思
わ
せ
る
主
体
（
視
点
）
が
浮
か
び
上
が
る
。

　

蟬
は
腹
部
が
空
洞
で
、
背
中
に
向
か
っ
て
伸
び
る
発
音
筋
を
高
速
で
伸
縮

し
、
発
音
膜
を
振
動
さ
せ
る
こ
と
で
音
を
鳴
ら
す
。
つ
ま
り
、
空
洞
で
音
を
大
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き
く
す
る
と
い
う
点
で
は
ギ
タ
ー
と
い
う
楽
器
と
似
る
。
蟬
と
い
う
生
き
物
の

鳴
き
声
と
、
人
工
物
の
鳴
り
も
の
（
を
携
え
て
わ
ざ
わ
ざ
山
へ
来
る
人
間
行

為
）
と
の
不
協
和
音
と
同
時
に
、
音
の
鳴
る
仕
組
み
の
共
通
点
を
も
踏
ま
え
た

句
。
音
調
は
、「
や
ま
さ
き
て
」「
せ
み
」「
し
ら
ぬ
」「
ぎ
た
ー
」「
か
き
」
と

ｉ
音
の
畳
み
か
け
に
よ
り
、
整
え
ら
れ
て
い
る
。

５　
雪
を
見
に
ピ
ア
ス
を
つ
け
に
戻
っ
て
ま
で

【
初
出
・
既
出
】『
台
北
俳
句
集　

三
八
集
』（
二
〇
一
二
・
四
）、『
台
北
俳
句

集　

四
一
集
』（
二
〇
一
五
・
七
）

【
読
み
】
ゆ
き
を
み
に　

ぴ
あ
す
を
つ
け
に　

も
ど
っ
て
ま
で

【
季
語
】
雪
見
／
寒
い
頃

【
句
意
・
解
釈
】
雪
を
見
に
出
掛
け
る
た
め
に
、
わ
ざ
わ
ざ
ピ
ア
ス
を
着
け
に

戻
っ
て
ま
で
身
繕
い
す
る
。
そ
れ
く
ら
い
雪
見
は
嬉
し
く
特
別
な
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
こ
と
よ
。

　

台
湾
の
「
雪
見
」
は
日
本
と
は
事
情
が
異
な
る
。『
台
湾
俳
句
歳
時
記
』「
雪ゆ

き

見み

」
の
項
に
は
次
の
よ
う
に
諧
謔
に
富
ん
だ
説
明
が
見
ら
れ
る
。「
ま
さ
か
、

台
湾
に
雪
が
降
る
な
ん
て
。
嘘
も
ほ
ど
ほ
ど
に
し
て
よ
、
と
い
う
こ
と
で
私
は

捨
て
ら
れ
、
失
恋
し
た
。
雪
め
！
そ
し
て
女
め
！
そ
の
実
、
只
今
、
わ
が
家
よ

り
少
し
山や

ま

上が
み

の
七
星
山
中
腹
で
雪
が
降
っ
て
い
る
そ
う
だ
。
海
抜
は
た
っ
た
の

七
四
〇
メ
ー
ト
ル
。
ざ
ま
あ
見
ろ
、
美
男
の
テ
レ
ビ
記
者
よ
、
今
に
失
恋
す
る

だ
ぞ
。
誰
か
が
台
湾
を
常
夏
だ
と
い
っ
た
の
が
い
け
な
か
っ
た
の
だ
。（
…
）

七
星
山
は
台
北
市
か
ら
車
で
四
〇
分
ほ
ど
の
距
離
。
か
く
し
て
「
雪
降
る
」
の

報
が
伝
わ
る
や
、
国
道
は
鶏
よ
り
先
に
目
覚
め
、
車
、
車
…
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
、

渋
滞
…
や
っ
と
辿
り
着
い
た
ら
解
け
て
水
し
か
な
か
っ
た
そ
う
だ
。
こ
れ
を
わ

し
ら
山や

ま

賤が
つ

は
「
阿
呆
の
雪
見
」
と
よ
ぶ
」（
一
三
〇
頁
）。

　
『
台
北
俳
句
集　

三
八
集
』（
二
〇
一
二
・
四
）
で
は
、「
雪
を
見
に
ピ
ア
ス

を
つ
け
に
戻
つ
て
ま
で
」
と
「
つ
」
が
大
文
字
（
旧
仮
名
遣
い
）
な
が
ら
、

「
自
選
百
句
」
と
ほ
ぼ
同
様
に
表
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、『
台
北
俳
句
集　

四
一
集
』（
二
〇
一
五
・
七
）
で
は
、「
雪
を
見
に
ピ
ア
ス
と
や
ら
を
ま
で
つ
け

て
」
に
変
更
さ
れ
、
さ
ら
に
「
自
選
百
句
」
の
入
稿
原
稿
で
は
当
初
「
雪
を
見

に
わ
ざ
わ
ざ
ピ
ア
ス
つ
け
て
ま
で
」
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
校
正
過
程
で
元

の
句
型
が
採
用
さ
れ
た
。

　

こ
の
句
に
つ
い
て
は
芭
蕉
「
い
ざ
行
む
雪
見
に
こ
ろ
ぶ
所
ま
で
」（『
笈
の
小

文
』
一
七
〇
九
年
）、
蕪
村
「
い
ざ
雪
見
容

か
た
ち
つ
く
り

す
簔
と
笠
」（『
自
筆
句
帳
』
一

七
七
三
年
）
を
踏
ま
え
た
句
と
既
に
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
（16）
。
芭
蕉
の
句
に

も
、「
こ
ろ
ぶ
所
ま
で
」
と
い
う
諧
謔
性
が
見
ら
れ
る
が
、
黄
の
句
に
お
い
て

も
一
大
騒
動
を
巻
き
起
こ
す
よ
う
な
台
湾
独
自
の
「
雪
見
」
事
情
が
、「
ピ
ア

ス
を
つ
け
に
戻
っ
て
ま
で
」
と
い
う
一
節
で
あ
ら
わ
さ
れ
た
。「
簔
と
笠
」
に

対
し
て
、「
ピ
ア
ス
」
と
い
う
現
代
的
な
装
飾
具
が
効
い
て
い
る
。
日
本
の
著

名
な
伝
統
俳
句
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
台
湾
化
と
現
代
化
に
成
功
し
た
パ
ロ
デ
ィ

句
と
言
え
よ
う
。
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６　
穴
ん
者
は
蟬
の
遺
跡
や
日
の
盛
り

【
初
出
・
既
出
】『
黄
霊
芝
作
品
集　

巻
二
〇
』（
二
〇
〇
三
・
一
二
）、『
台
北

俳
句
会
四
〇
周
年
紀
念
集
』（
二
〇
一
〇
・
一
二
）

【
読
み
】
あ
な
ん
し
ゃ
は　

せ
み
の
い
せ
き
や　

ひ
の
さ
か
り

【
季
語
】
蟬
・
日
の
盛
り
（
日
盛
）
／
夏

【
句
意
・
解
釈
】
蟬
が
地
中
か
ら
這
い
出
た
時
に
出
来
た
穴
に
、
夏
の
日
差
し

が
烈
し
く
照
り
つ
け
て
い
る
。
そ
の
穴
か
ら
確
か
に
一
匹
の
蟬
が
生
ま
れ
出
た

の
だ
。
ま
さ
に
蟬
の
生
の
証
と
し
て
の
遺
跡
で
あ
る
こ
と
よ
。

　

下
五
の
「
日
の
盛
り
」
と
は
、「
夏
の
日
中
、
日
が
一
番
強
く
照
り
つ
け
る

時
間
帯
の
こ
と
」
で
あ
り
、「
正
午
ご
ろ
か
ら
午
後
二
、
三
時
ご
ろ
ま
で
。
物

の
影
が
真
下
に
落
ち
、
激
し
く
眩
し
い
白
光
は
寂
と
し
て
、
あ
た
り
は
不
思
議

な
静
け
さ
を
漂
わ
せ
る
」（『
合
本
俳
句
歳
時
記
』）
時
空
間
を
指
す
。
ま
た
、

別
の
歳
時
記
に
は
「「
日
盛
」
と
「
炎
昼
」
の
意
味
に
大
差
は
な
い
が
、「
日

盛
」
の
方
が
太
陽
の
重
圧
感
が
強
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
極
暑
の
太
陽
光
の

激
し
さ
を
強
調
す
る
季
語
と
し
て
近
代
に
な
っ
て
愛
好
さ
れ
、
用
い
ら
れ
る
こ

と
も
多
く
な
っ
た
」（『
カ
ラ
ー
版
新
日
本
大
歳
時
記　

愛
蔵
版
（17）
』）
と
あ
る
。

亜
熱
帯
及
び
熱
帯
気
候
の
台
湾
の
夏
の
暑
さ
、
太
陽
光
の
強
さ
が
「
日
の
盛

り
」
で
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
し
ず
か
で
動
か
ぬ
「
遺
跡
」
の
対
比
と
し
て
も

「
日
の
盛
り

0

0

」
が
選
ば
れ
て
い
る
か
。

　

上
五
の
「
穴
ん
者
」
と
は
辞
書
等
に
見
当
た
ら
な
い
用
語
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
、
蟬
が
地
中
か
ら
這
い
出
た
際
に
出
来
た
穴
を
名
付
け
た
も
の
と
解
釈
し

た
。
そ
れ
が
今
は
強
い
夏
日
に
当
た
っ
て
乾
燥
し
き
っ
て
、
し
か
と
形
を
と
ど

め
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
の
穴
か
ら
出
て
成
虫
と
な
っ
た
蟬
は
既
に
亡
く
な
っ

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
が
、
蟬
が
地
上
に
登
場
し
た
跡
、
生
ま
れ
出
た
軌
跡

は
未
だ
に
こ
う
し
て
遺
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
不
思
議
な
存
在
感
を
も
っ
て

眩
し
い
白
光
に
し
ず
か
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

７　
仙
公
生
信
徒
は
カ
メ
ラ
提
げ
を
ら
ず

　
　
　
　
仙
公
生
は
仙
公
の
生
日
。
廟
は
多
く
断
崖
絶
壁
の
上
に
あ
る
。

【
初
出
・
既
出
】『
台
北
俳
句
集　

二
二
集
』（
一
九
九
四
・
六
）、『
黄
霊
芝
作

品
集　

巻
一
五
』（
二
〇
〇
〇
・
一
二
）、『
台
湾
俳
句
歳
時
記
』（
二
〇
〇
三
・

四
）、『
台
北
俳
句
会
四
〇
周
年
紀
念
集
』（
二
〇
一
〇
・
一
二
）

【
読
み
】
せ
ん
こ
う
せ
い　

し
ん
と
は
か
め
ら　

さ
げ
お
ら
ず

【
季
語
】
仙
公
生
／
暖
か
い
頃

【
句
意
・
解
釈
】
今
日
は
仙
公
（
呂
洞
賓
）
の
誕
生
し
た
尊
い
日
で
あ
る
。
仙

公
を
祀
っ
た
名
高
い
廟
に
は
多
く
の
人
が
訪
れ
て
賑
わ
っ
て
い
る
。
物
見
遊
山

の
観
光
客
は
カ
メ
ラ
を
提
げ
て
い
る
が
、
信
徒
は
そ
の
よ
う
な
も
の
は
持
た
な

い
。
断
崖
絶
壁
に
あ
る
廟
に
、
た
だ
た
だ
真
剣
に
参
拝
し
て
い
る
こ
と
よ
。

　

黄
の
注
記
の
通
り
、「
仙
公
生
」
は
「
呂
洞
賓
の
誕
生
日
。
唐
の
人
。
呂
洞

賓
は
仙
公
と
も
称
さ
れ
、
財
神
で
あ
る
。
陰
暦
４
月
１
４
日
が
そ
の
誕
生
日
」

（『
東
方
台
湾
語
辞
典
（18）
』）
と
さ
れ
る
。『
台
湾
俳
句
歳
時
記
』
の
「
仙セ

ン
コ
ン
セ
ェ
ー

公
生
」

の
項
に
は
さ
ら
に
詳
し
い
説
明
が
あ
る
。「
神
仙
思
想
は
道
教
の
基
本
で
あ
り
、
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自
由
活
達
が
旨
。
孔
子
の
儒
教
が
人
性
を
束
縛
す
る
こ
と
に
頼
っ
て
修
行
す
る

の
を
愚
か
だ
と
し
、
無
用
の
材
な
る
雑
木
の
類
が
無
用
ゆ
え
に
生
き
長
ら
え
、

つ
い
に
は
神
木
た
り
得
る
こ
と
に
注
目
す
る
。
中
国
の
八
仙
の
う
ち
で
は
、
呂ろ

洞ど
う

賓び
ん

（
呂
巖
）
が
最
も
崇
拝
さ
れ
、
仙
公
、
呂
仙
祖
、
孚
佑
帝
君
、
呂
純
陽
な

ど
と
尊
称
さ
れ
る
。
唐
の
人
で
、
生
ま
れ
た
時
に
異
香
が
漂
い
、
楽
が
流
れ
、

鶴
が
舞
っ
て
い
た
。
台
湾
で
は
台
北
木
柵
の
指
南
宮
が
名
高
い
。
参
道
に
千
段

も
の
石
階
を
積
み
、
ま
さ
に
仙
境
」（
六
六
頁
）。

　

台
湾
に
は
多
く
の
神
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
廟
や
宮
に
参
拝
す
る
人
々
の
姿
は

日
常
的
な
風
景
と
言
え
る
が
、
な
か
で
も
特
別
な
仙
公
生
の
一
景
を
詠
ん
だ
、

観
察
と
発
見
の
人
事
句
。
上
五
、
中
七
、
下
五
の
頭
は
「
せ
」「
し
」「
さ
」

と
、
す
べ
て
Ｓ
音
で
整
え
ら
れ
て
い
る
。

８　
一
丁
目
一
番
地　
大
鉄
門
に
御
所
桜

　
　
　

�　
都
市
は
都
心
部
か
ら
郊
外
へ
と
発
展
す
る
。
一
丁
目
一
番
地
と
は
か

つ
て
発
展
の
途
上
に
あ
っ
た
頃
の
郊
外
の
は
じ
め
で
あ
っ
た
。
地
価
は

都
心
地
に
比
べ
て
安
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
所
有
者
は
大
面
積
を
買

う
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
し
、
出
入
口
の
大
鉄
門
に
は
年
月
を
経
た

鉄
錆
が
浮
い
て
お
り
、
そ
の
側
に
由
緒
あ
り
げ
な
御
所
桜
が
花
を
着
け

て
い
る
。
御
所
桜
は
ど
こ
か
の
御
所
に
生
え
て
い
た
も
の
ら
し
く
、
重

弁
、
濃
色
、
五
輪
ず
つ
固
ま
っ
て
咲
く
と
い
う
（
広
辞
苑
第
四
版
）。

明
治
の
元
勲
な
ど
を
想
定
す
る
と
わ
か
り
や
す
い
か
も
。

【
初
出
・
既
出
】『
台
北
俳
句
会
四
〇
周
年
紀
念
集
』（
二
〇
一
〇
・
一
二
）

【
読
み
】
い
っ
ち
ょ
う
め　

い
ち
ば
ん
ち　

お
お
て
つ
も
ん
に　

ご
し
ょ
ざ
く

ら【
季
語
】
桜
／
春

【
句
意
・
解
釈
】
古
く
か
ら
存
在
す
る
一
丁
目
一
番
地
に
建
つ
立
派
な
屋
敷
の

大
鉄
門
の
傍
に
は
、
こ
れ
も
ま
た
年
輪
を
重
ね
た
由
緒
あ
る
御
所
桜
が
堂
々
と

豊
か
に
咲
き
誇
っ
て
い
る
こ
と
よ
。

　

歴
史
の
重
み
を
感
じ
さ
せ
る
、
は
じ
ま
り
の
場
所
の
桜
を
詠
ん
だ
句
。
助
詞

「
に
」
以
外
は
す
べ
て
漢
字
で
構
成
さ
れ
、「
一
」「
一
」「
大
」「
御
」
と
い
う

字
面
が
よ
り
重
々
し
さ
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
見
る
者
を
圧
倒
す
る
よ
う
な
風

格
と
華
や
か
さ
を
持
つ
光
景
な
の
で
あ
ろ
う
。
数
詞
・
漢
字
の
活
用
と
豊
か
な

花
の
風
景
は
、
芭
蕉
の
句
と
さ
れ
る
「
奈
良
七
重
七
堂
伽
藍
八
重
桜
」（『
泊
船

集
』
一
六
九
八
年
）
や
「
牡
丹
百
二
百
三
百
門
一
つ
」（
阿
波
野
青
畝
『
紅
葉

の
賀
』
一
九
六
二
年
）
を
も
想
起
さ
せ
る
。

　

音
調
面
に
お
い
て
は
、「
い
っ
ち
ょ
う
め　

い
ち
ば
ん
ち
」、「
お
お
て
つ
も

ん
に　

ご
し
ょ
ざ
く
ら
」
と
句
の
前
半
・
後
半
で
そ
れ
ぞ
れ
ｉ
音
と
ｏ
音
で
頭

韻
を
踏
む
こ
と
で
、
調
子
が
整
え
ら
れ
て
い
る
句
で
あ
る
。



九

広島大学文学部論集　第85巻25

９　
表
門
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
裏
備
へ
イ
カ
ダ
カ
ズ
ラ

　
　
　

�　
イ
カ
ダ
カ
ズ
ラ
と
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
は
同
じ
も
の
で
あ
る
。
イ
カ
ダ

カ
ズ
ラ
は
原
種
、
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
は
改
良
種
と
い
う
わ
け
だ
。
習
慣

上
こ
の
よ
う
に
区
別
し
て
よ
ん
で
い
る
。改
良
種
は
洋
種
と
も
よ
ば
れ
、

刺
を
欠
き
、
花
色
は
い
ろ
い
ろ
、
大
輪
多
花
で
あ
る
。
原
種
の
イ
カ
ダ

カ
ズ
ラ
は
半
蔓
状
の
枝
を
数
十
メ
ー
ト
ル
に
伸
ば
し
、
総
身
鋭
い
刺
を

纏
う
。
改
良
種
は
装
飾
用
に
原
種
は
防
盗
用
に
植
え
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
。

【
初
出
・
既
出
】『
台
湾
俳
句
歳
時
記
』（
二
〇
〇
三
・
四
）

【
読
み
】
お
も
て
も
ん
ぶ
ー
げ
ん
び
り
あ　

う
ら
ぞ
な
え
い
か
だ
か
ず
ら

【
季
語
】
い
か
だ
か
づ
ら
／
寒
い
頃

【
句
意
・
解
釈
】
表
門
に
は
色
と
り
ど
り
の
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
の
花
が
咲
き
誇

り
、
訪
問
す
る
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。
一
方
、
同
じ
家
の
裏
に
は
同
種

で
あ
り
な
が
ら
、
刺
の
鋭
い
イ
カ
ダ
カ
ズ
ラ
が
鬱
蒼
と
延
び
て
防
犯
上
の
役
目

を
担
っ
て
、
し
っ
か
り
と
家
を
守
っ
て
い
る
こ
と
よ
。

　
『
台
湾
俳
句
歳
時
記
』
の
「
い
か
だ
か
づ
ら
」
の
項
に
も
こ
こ
で
の
注
記
同

様
に
、
い
か
だ
か
づ
ら
＝
原
種
、
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
＝
改
良
品
種
と
の
説
明
が

あ
る
。「
改
良
品
種
は
白
、
黄
、
赤
、
絞
り
…
と
多
様
で
、
刺
を
欠
い
た
り
し
、

防
盗
に
は
役
立
た
な
い
。
原
種
は
今
も
鬱
然
と
し
て
砦
を
築
く
」（
二
一
二

頁
）。
ま
た
、
同
『
台
湾
俳
句
歳
時
記
』
の
例
句
に
は
「
裏
備
へ
い
か
だ
か
づ

ら
表
口
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
レマ

マ

ア
」
と
い
う
黄
の
句
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
改

稿
し
た
も
の
が
掲
句
と
考
え
ら
れ
る
。
改
稿
に
よ
り
、
家
の
表
・
裏
の
順
に
、

場
所
と
植
物
名
が
漢
字
と
カ
タ
カ
ナ
で
よ
り
分
か
り
や
す
く
表
記
（
整
理
）
さ

れ
た
。
前
句
の
８
と
同
様
に
、
対
句
的
表
現
を
用
い
て
人
家
と
植
物
の
組
み
合

わ
せ
を
詠
む
。
掲
句
は
、
特
に
人
家
の
表
と
裏
の
対
照
的
な
相
貌
の
面
白
さ
、

ま
た
、
植
物
と
の
共
生
を
は
か
る
人
間
の
生
活
の
知
恵
を
捉
え
た
句
で
あ
る
。

10　
薬
膳
の
当と
う

帰き

は
セ
リ
科
花
の
冷

　
　
　

�　
花
の
冷
ゆ
る
頃
、
セ
リ
科
の
植
物
が
匂
う
。
当
帰
も
人
参
も
セ
リ
科

で
あ
る
。

【
初
出
・
既
出
】『
台
北
俳
句
会
四
〇
周
年
紀
念
集
』（
二
〇
一
〇
・
一
二
）

【
読
み
】
や
く
ぜ
ん
の　

と
う
き
は
せ
り
か　

は
な
の
ひ
え

【
季
語
】
花
の
冷
（
花
冷
え
）
／
春

【
句
意
・
解
釈
】
薬
膳
に
用
い
ら
れ
る
多
年
草
の
当
帰
は
セ
リ
科
に
属
す
。
急

に
寒
く
な
っ
た
花
冷
え
の
中
で
、
そ
の
香
り
は
よ
り
際
立
っ
て
匂
い
立
っ
て
く

る
こ
と
よ
。

　

注
記
に
も
あ
る
通
り
、「
当
帰
」
は
「
セ
リ
科
の
多
年
草
」
で
「
高
さ
約
五

〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
全
体
に
芳
香
が
あ
」
り
、「
漢
方
で
は
根
を
い
い
、
強

壮
・
鎮
静
・
婦
人
病
に
効
く
と
い
う
」（『
日
本
国
語
大
辞
典
（19）
』）。
養
生
の
必

要
な
人
に
は
、
尚
更
香
り
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

上
五
の
「
や
く
ぜ
ん
の
」
と
中
七
の
「
と
う
き
」
は
ｏ
音
で
、
中
七
の
「
せ

り
か
」
と
下
五
の
「
は
な
の
」
は
ａ
音
で
整
え
ら
れ
て
お
り
、
滑
ら
か
に
五
七
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五
を
結
ぶ
、
音
通
の
技
法
が
用
い
ら
れ
た
句
で
あ
る
。

11　
鮟
鱇
に
出
刃
一
刀
流
を
振
り
下
ろ
す

　
　
　
　
鮟
鱇
は
鬼
の
よ
う
な
顔
を
し
て
い
る
。
乱
抗
歯
が
鋭
い
。

【
初
出
・
既
出
】『
台
北
俳
句
会
四
〇
周
年
紀
念
集
』（
二
〇
一
〇
・
一
二
）

【
読
み
】
あ
ん
こ
う
に　

で
ば
い
っ
と
う
り
ゅ
う
を　

ふ
り
お
ろ
す

【
季
語
】
鮟
鱇
／
冬

【
句
意
・
解
釈
】
鬼
の
よ
う
な
顔
を
し
た
鋭
い
乱
抗
歯
を
持
つ
鮟
鱇
に
、
料
理

人
は
大
き
な
出
刃
を
上
か
ら
振
り
下
ろ
し
て
一
刀
両
断
す
る
。
実
に
力
強
く
、

見
事
な
腕
前
で
あ
る
こ
と
よ
。

　

鮟
鱇
は
「
鱗
が
な
い
た
め
、
ぬ
る
ぬ
る
し
て
つ
か
み
に
く
い
の
で
、
口
に
鈎

を
つ
け
て
吊
り
、
そ
の
ま
ま
切
っ
て
い
く
」（『
短
歌
俳
句
動
物
表
現
辞
典　

歳

時
記
版
（20）
』）
と
い
う
捌
き
方
（
＝
「
鮟
鱇
の
吊
し
切
り
」）
も
行
わ
れ
る
魚
で

あ
る
。
そ
れ
を
掲
句
の
よ
う
に
包
丁
で
一
刀
す
る
の
は
、
か
な
り
の
腕
前
と
考

え
ら
れ
よ
う
。
魚
に
刀
を
振
り
下
ろ
し
た
際
の
大
き
な
音
が
聞
こ
え
て
く
る
よ

う
な
、
そ
ん
な
勢
い
の
あ
る
瞬
間
を
捉
え
た
一
句
。
加
藤
楸
邨
の
著
名
句
「
鮟

鱇
に
骨
ま
で
凍
て
て
ぶ
ち
き
ら
る
」（『
起
伏
』
一
九
四
九
年
）
も
想
起
さ
せ
ら

れ
る
。
前
句
の
10
の
句
は
嗅
覚
に
、
こ
の
11
の
句
は
聴
覚
に
特
に
訴
え
る
句
と

な
っ
て
い
る
。

12　

霾つ
ち
ふ
る

や
古
都
は
廓
の
早
仕
舞

【
初
出
・
既
出
】『
台
北
俳
句
集　

二
四
集
』（
一
九
九
七
・
三
）、『
黄
霊
芝
作

品
集　

巻
一
五
』（
二
〇
〇
〇
・
一
二
）、『
台
湾
俳
句
歳
時
記
』（
二
〇
〇
三
・

四
）、『
台
北
俳
句
会
四
〇
周
年
紀
念
集
』（
二
〇
一
〇
・
一
二
）

【
読
み
】
つ
ち
ふ
る
や　

こ
と
は
く
る
わ
の　

は
や
じ
ま
い

【
季
語
】
霾
／
寒
い
頃

【
句
意
・
解
釈
】
初
冬
の
霾
（
砂
ほ
こ
り
）
が
甚
だ
ひ
ど
い
。
人
の
姿
も
疎
ら

な
こ
の
往
来
の
様
子
で
は
、
今
晩
お
客
も
そ
れ
ほ
ど
は
来
な
い
だ
ろ
う
。
古
都

（
台
南
）
で
は
、
今
日
は
廓
も
早
く
店
じ
ま
い
す
る
こ
と
よ
。

　

日
本
季
語
の
「
霾
」
は
黄
砂
の
こ
と
を
意
味
し
、
こ
の
句
で
用
い
ら
れ
て
い

る
台
湾
季
語
（
寒
い
頃
）
と
は
異
な
り
、
春
の
季
語
で
あ
る
。『
台
湾
俳
句
歳

時
記
』
の
「
霾

つ
ち
ふ
る

」
の
項
に
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。「
東
北
季
節
風

は
北
部
に
陰
雨
を
、
そ
し
て
南
部
に
空
っ
風
を
も
た
ら
す
が
、
大
王
ア
ッ
チ
ラ

が
こ
っ
ち
ら

4

4

4

4

（
傍
点
原
文
）
ま
で
来
る
と
、
濁
水
渓
南
岸
の
西せ

い
ら螺

鎮
な
ど
で
は

戦
車
隊
の
大
会
戦
の
ご
と
き
風
飛
砂
（
砂
ほ
こ
り
）
が
捲
き
起
こ
る
。
も
っ
と

南
下
し
た
台
南
あ
た
り
だ
と
、
風
飛
砂
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
と
は
別
に

な
ぜ
か
細
か
い
土
の
微
粒
が
ど
こ
か
ら
ど
う
降
っ
て
く
る
の
か
わ
か
ら
な
い
ま

ま
、
幾
ら
窓
を
閉
め
て
も
、
幾
ら
腹
を
立
て
て
も
、
仏
壇
か
ら
食
卓
、
寝
床
ま

で
が
土
の
微
粒
を
被
っ
て
し
ま
う
。（
…
）
台
南
一
帯
に
お
け
る
初
冬
の
霾
は
、

い
う
と
こ
ろ
の
沙サ

ア
ツ
ン
パ
ウ

塵
暴
（
春
先
に
大
陸
か
ら
飛
ん
で
く
る
黄
砂
）
と
は
少
し
違

う
忍
者
の
よ
う
な
「
霾
」」（
一
四
二
頁
）。
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台
湾
で
「
古
都
」
と
言
え
ば
、
台
南
を
想
起
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る

が
、「
廓
」
と
い
う
語
彙
が
「
古
都
」
と
い
う
場
と
通
じ
合
い
、
一
昔
前
の
景

を
想
像
さ
せ
る
。
ざ
ら
ざ
ら
と
し
た
感
覚
、
触
覚
に
も
訴
え
る
句
。

13　
媛ひ
め
ら
ゐ
て
岬
は
神
代
か
は
ら
け
菜

【
初
出
・
既
出
】『
台
北
俳
句
集　

二
六
集
』（
二
〇
〇
〇
・
六
）、『
黄
霊
芝
作

品
集　

巻
一
五
』（
二
〇
〇
〇
・
一
二
）、『
台
湾
俳
句
歳
時
記
』（
二
〇
〇
三
・

四
）、『
台
北
俳
句
会
四
〇
周
年
紀
念
集
』（
二
〇
一
〇
・
一
二
）

【
読
み
】
ひ
め
ら
い
て　

み
さ
き
は
か
み
よ　

か
わ
ら
け
な

【
季
語
】
か
は
ら
け
菜
（
お
に
た
び
ら
こ
）
／
暖
か
い
頃

【
句
意
・
解
釈
】
媛
（
女
性
、
少
女
）
た
ち
が
、
黄
色
い
か
わ
ら
け
菜
の
生
え

た
岬
で
楽
し
げ
に
遊
ん
で
い
る
。
眼
前
に
は
青
々
と
し
た
海
と
空
が
広
が
っ
て

い
る
。
時
代
は
神
代
の
こ
と
で
あ
る
よ
。

　
「
お
に
た
び
ら
こ
」
は
「
北
海
道
以
南
の
東
ア
ジ
ア
各
地
か
ら
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
な
ど
に
広
く
分
布
」
し
、「
北
方
で
は
五
～
一
〇
月
頃
、

南
方
で
は
一
年
中
開
花
す
る
（21）
」一
年
草
ま
た
は
多
年
草
の
こ
と
で
あ
る
。

　
『
台
湾
俳
句
歳
時
記
』
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。「
春
を
先
駆
け
る
野
草
。

日
本
語
の
接
頭
語
の
オ
ニ

4

4

（
傍
点
原
文
、
以
下
同
様
）
に
は
「
平
常
で
な
い
」

び
っ
く
り
の
成
分
が
あ
る
。
コ
タ
ビ
ラ
コ
へ
の
対
比
だ
。（
…
）
オ
ニ
タ
ビ
ラ

コ
は
キ
ク
科
の
小
草
で
一
、
二
年
生
。
分
布
は
イ
ン
ド
か
ら
ハ
ワ
イ
に
至
る
。

キ
ク
科
の
祖
先
は
黄
色
い
花
を
子
孫
に
残
し
た
が
っ
た
ふ
し
4

4

が
あ
る
。
北
部
の

海
岸
に
し
か
見
ら
れ
な
い
タ
イ
ワ
ン
タ
ン
ポ
ポ
と
異
な
り
、
オ
ニ
タ
ビ
ラ
コ
は

鄙
乙
女
の
ご
と
く
、
ど
こ
に
で
も
生
え
、
春
を
告
げ
、
人
知
れ
ず
散
ら
う
。
本

当
は
幼
稚
園
の
園
児
が
大
統
領
だ
っ
た
と
し
た
ら
、
き
っ
と
大
臣
に
な
る
花
。

な
に
し
ろ
可
憐
で
不
死
身
。
上
代
の
日
本
で
は
田た

平び
ら

子こ

を
春
の
七
草
の
一
と
し

て
摘
ん
だ
が
、
今
は
野
兎
の
餌
に
し
か
な
ら
な
い
ら
し
い
。
で
も
見
て
メ
ー
ル

ヘ
ン
。
食
べ
て
ほ
の
ぼ
の
、
そ
ん
な
今
も
神
代
の
土か

わ
ら
け
な

器
菜
」（
一
四
四
頁
）。
掲

句
は
、
こ
の
上
代
か
ら
存
在
す
る
可
憐
な
花
か
ら
連
想
を
働
か
せ
た
、
ま
さ
に

「
メ
ー
ル
ヘ
ン
」
の
句
で
あ
る
。

　
『
台
北
俳
句
集　

二
〇
集
』（
一
九
九
二
・
五
）
に
も
「
妹
子
ら
に
上
古
が
戻

る
か
は
ら
け
菜
」
と
い
う
黄
の
句
が
確
認
で
き
る
。「
か
は
ら
け
菜
」
は
、
や

は
り
時
空
を
遡
り
、
古
代
と
女
性
た
ち
を
想
起
さ
せ
る
季
語
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
る
。

14　
粗
塩
に
鯖
を
焼
き
く
れ
姉
御
な
り

　
　
　
　
お
そ
く
帰
っ
て
き
た
弟
で
あ
る
。

【
初
出
・
既
出
】『
台
北
俳
句
集　

二
五
集
』（
一
九
九
八
・
一
二
）、『
黄
霊
芝

作
品
集　

巻
一
五
』（
二
〇
〇
〇
・
一
二
）、『
台
北
俳
句
会
四
〇
周
年
紀
念
集
』

（
二
〇
一
〇
・
一
二
）

【
読
み
】
あ
ら
じ
お
に　

さ
ば
を
や
き
く
れ　

あ
ね
ご
な
り

【
季
語
】
鯖
（
花フ

ェ
ー
フ
ィ飛

）
／
暖
か
い
頃

【
句
意
・
解
釈
】
夜
遅
く
帰
宅
し
て
、
腹
を
空
か
し
て
い
た
弟
（
の
わ
た
し
）
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に
、
粗
塩
を
ふ
っ
て
鯖
を
焼
い
て
く
れ
た
姉
。
な
ん
と
親
切
で
優
し
い
こ
と
で

あ
っ
た
な
あ
。

　

日
本
の
歳
時
記
で
は
「
鯖
」
は
夏
の
季
語
で
あ
る
。
秋
季
に
は
油
が
乗
り
美

味
と
な
る
た
め
、「
秋
鯖
」
と
し
て
秋
の
季
語
と
な
る
。
一
方
、『
台
湾
俳
句
歳

時
記
』
に
お
い
て
は
鯖
＝
花
飛
は
暑
い
頃
で
は
な
く
、「
暖
か
い
頃
」
の
季
語

と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。「
鯖
を
台
湾
で
は
花
飛
と
よ
ぶ
。
春
が
旬
。（
…
）

が
、
台
湾
人
は
一
般
に
彼
を
好
ま
な
い
。
丸
々
と
太
っ
た
一
尾
が
た
っ
た
の
一

八
元
だ
と
い
う
こ
と
は
、
い
く
ら
低
脳
で
も
食
べ
な
い
前
か
ら
味
が
わ
か
っ

た
。（
…
）『
台
湾
全
誌
』
に
も
「
味
極
腥な

ま

臊ぐ
さ

」
と
見
え
、
腥
臊
は
台
湾
人
に
は

犬
猫
の
好
み
で
し
か
諾
わ
れ
な
か
っ
た
。
で
も
鯖
は
庶
民
の
宝
。
殊
に
大
世

帯
。
殊
に
日
本
育
ち
。
一
般
に
油
で
炒
め
て
食
す
る
」（
二
二
二
頁
）
と
あ
り
、

日
本
（
人
）
の
鯖
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
か
な
り
異
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
こ
こ
で
は
姉
は
弟
の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
鯖
を
焼
い
て
お
り
、
と
す

れ
ば
、こ
の
姉
弟
は
日
本
に
縁
の
あ
る
人
物
な
の
だ
ろ
う
か
。
台
湾
季
語
（「
暖

か
い
頃
」）
に
ふ
さ
わ
し
く
、
姉
弟
間
の
交
流
か
ら
あ
た
た
か
い
愛
情
が
感
じ

ら
れ
る
句
。

15　
小
焚
火
に
い
つ
も
来
て
ゐ
る
亡
い
あ
な
た

【
初
出
・
既
出
】『
台
北
俳
句
集　

二
四
集
』（
一
九
九
七
・
三
）、『
黄
霊
芝
作

品
集　

巻
一
五
』（
二
〇
〇
〇
・
一
二
）、『
台
北
俳
句
会
四
〇
周
年
紀
念
集
』

（
二
〇
一
〇
・
一
二
）

【
読
み
】
こ
た
き
び
に　

い
つ
も
き
て
い
る　

な
い
あ
な
た

【
季
語
】
焚
火
／
冬

【
句
意
・
解
釈
】
小
さ
い
焚
火
を
す
る
と
、
い
つ
も
そ
こ
に
は
亡
く
な
っ
た
あ

な
た
が
来
て
い
る
こ
と
だ
な
あ
。

　
「
亡
い
あ
な
た
」
と
は
一
体
誰
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、
黄
霊
芝
自

身
は
一
七
歳
で
母
を
、
一
九
歳
で
父
を
亡
く
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
〇
人
兄
弟

（
兄
五
人
、
姉
四
人
）
の
末
っ
子
で
あ
っ
た
た
め
、
先
に
亡
く
な
っ
た
兄
や
姉

も
い
る
。「
あ
ね
ご
」
を
詠
ん
だ
前
句
と
の
連
想
を
重
ん
じ
れ
ば
「
亡
い
あ
な

た
」
は
親
し
い
家
族
（
姉
）
を
指
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
が
、
無
論
、
そ
れ

以
外
の
解
釈
も
妨
げ
な
い
。「
あ
な
た
」
は
恋
人
か
も
し
れ
な
い
し
、
友
人
か

も
し
れ
ず
、
い
つ
も
あ
ら
わ
れ
る
「
あ
な
た
」
と
一
緒
に
焚
火
を
囲
み
、
し
ず

か
に
旧
交
を
温
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

な
お
、『
台
北
俳
句
集　

二
四
集
』（
一
九
九
七
・
三
）
で
掲
句
は
「
小
焚
火

に
い
つ
も
来
て
ゐ
る
亡
い
貴
女
」
と
表
記
さ
れ
て
い
た
。
下
五
の
「
貴
女
」
を

「
あ
な
た
」
と
改
め
た
こ
と
で
、
男
女
い
ず
れ
に
も
読
め
る
よ
う
に
読
み
の
可

能
性
は
広
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
小
焚
火
」
と
は
一
般
的
な
表
現
と
は
言
え

な
い
が
、「
小
」
が
付
く
こ
と
で
、
単
に
規
模
が
小
さ
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

さ
さ
や
か
な
、
ご
く
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
焚
火
で
あ
る
よ
う
に
受
け
と
れ
る
。
現

代
日
本
の
卑
近
な
例
で
言
え
ば
、
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
の
焚
火
の
よ
う
な
規
模
を
イ

メ
ー
ジ
で
き
よ
う
か
。

　

ま
た
、『
カ
ラ
ー
版
新
日
本
大
歳
時
記　

愛
蔵
版
』
の
「
焚
火
」
の
項
を
参

照
す
る
と
（22）
、「
火
の
鳥
の
羽
毛
降
り
く
る
大
焚
火
」（
上
田
五
千
石
）、「
炎ほ

の
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中
に
激げ

き

浪ろ
う

を
見
し
大
焚
火
」（
能
村
研
三
）
の
よ
う
に
、「
大
焚
火
」
を
詠
む
先

行
句
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
あ
え
て
「
小
焚
火
」
と
詠
ん
だ
可
能
性
も
あ

る
。
な
お
、「
灰
皿
に
小
さ
な
焚
火
し
て
人
恋
う
」（
原
子
公
平
）
に
句
境
は
や

や
近
い
が
、
黄
の
句
で
は
焚
火
の
炎
が
立
ち
の
ぼ
り
揺
れ
る
様
子
と
、
亡
霊
の

よ
う
に
立
っ
て
い
る
人
の
姿
と
の
間
の
連
想
、
連
関
が
生
か
さ
れ
て
い
よ
う
。

音
調
面
で
は
「
焚
火
（
た
き
び
）」「
い
つ
も
」「
来
て
ゐ
る
」「
亡
い
」
と
ｉ
音

で
音
調
が
整
え
ら
れ
て
い
る
句
で
あ
る
。

16　
裸
木
の
鉄
と
な
り
ゆ
く
岨そ
わ

の
風

【
初
出
・
既
出
】『
台
北
俳
句
集　

二
五
集
』（
一
九
九
八
・
一
二
）、『
黄
霊
芝

作
品
集　

巻
一
五
』（
二
〇
〇
〇
・
一
二
）、『
台
北
俳
句
会
四
〇
周
年
紀
念
集
』

（
二
〇
一
〇
・
一
二
）

【
読
み
】
は
だ
か
ぎ
の　

て
つ
と
な
り
ゆ
く　

そ
わ
の
か
ぜ

【
季
語
】
裸
木
（
枯
木
）
／
冬

【
句
意
・
解
釈
】
裸
木
が
鉄
色
（
赤
み
ま
た
は
緑
色
を
帯
び
た
黒
色
）
へ
と
、

あ
た
か
も
枯
れ
た
よ
う
に
見
え
る
状
態
へ
と
変
わ
っ
て
ゆ
く
。
崖
か
ら
吹
い
て

く
る
厳
し
く
冷
た
い
風
に
吹
か
れ
て
。

　
「
岨
」
と
は
「
山
の
切
り
立
っ
た
斜
面
。
が
け
。
き
り
ぎ
し
」（『
広
辞
苑
（23）
』）

の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
鉄
と
な
り
ゆ
く
」
は
「
鉄
色0

と
な
り
ゆ
く
」
の

意
と
し
て
解
釈
し
た
。
崖
や
絶
壁
の
傍
に
立
つ
木
は
特
に
風
の
影
響
を
受
け
や

す
い
。
既
に
葉
が
落
ち
て
裸
木
に
な
っ
た
上
に
、
絶
え
間
な
い
風
の
影
響
で
、

少
し
ず
つ
く
す
ん
で
あ
た
か
も
鉄
の
錆
び
た
色
に
な
っ
て
ゆ
く
。
た
だ
し
、

「
枯
死
し
た
木
は
季
語
と
は
な
ら
な
い
」（『
カ
ラ
ー
版
新
日
本
大
歳
時
記　

愛

蔵
版
（24）
』）
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
春
に
は
ま
た
芽
を
吹
き
、
葉
を
生
い
茂
ら
せ

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
裸
木
の
状
態
は
、
い
わ
ば
樹
木
の
冬
眠
期
間
と

言
え
よ
う
が
、
見
る
か
ら
に
心
許
な
く
厳
し
い
冬
の
情
景
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

人
間
に
も
当
て
は
ま
る
冬
の
様
相
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

前
句
の
「（
小
）
焚
火
」
か
ら
掲
句
の
「
裸
木
」
へ
の
連
想
、
連
続
性
が
あ

る
。

17　
姫
ひ
ぐ
ら
し
鳴
か
せ
て
古
都
の
深
庇

　
　
　

�　
ひ
め
ひ
ぐ
ら
し
の
「
ヒ
メ
」
は
通
常
小
さ
く
て
可
愛
ら
し
い
も
の
に

冠
す
る
接
頭
語
で
あ
る
。
女
性
的
な
言
葉
で
あ
り
、
ま
た
似
合
い
の
も

の
で
あ
る
の
だ
が
、
図
鑑
の
類
を
探
し
て
も
ヒ
メ
ヒ
グ
ラ
シ
と
い
う
蟬

は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
蟬
は
雄
だ
け
が
鳴
く
。
た
め
に
変
な

句
で
は
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
な
ら
ば
造
語
す
れ
ば
よ
い
。
言
葉
は
共
鳴

を
得
さ
え
す
れ
ば
定
着
す
る
も
の
だ
。
そ
し
て
ど
の
言
葉
も
当
初
は
誰

か
の
造
語
に
よ
っ
た
。

【
初
出
・
既
出
】『
台
北
俳
句
集　

二
四
集
』（
一
九
九
七
・
三
）、『
黄
霊
芝
作

品
集　

巻
一
五
』（
二
〇
〇
〇
・
一
二
）、『
黄
霊
芝
作
品
集　

巻
二
〇
』（
二
〇

〇
三
・
一
二
）、『
台
北
俳
句
会
四
〇
周
年
紀
念
集
』（
二
〇
一
〇
・
一
二
）
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【
読
み
】
ひ
め
ひ
ぐ
ら
し　

な
か
せ
て
こ
と
の　

ふ
か
び
さ
し

【
季
語
】
ひ
ぐ
ら
し
／
秋

【
句
意
・
解
釈
】
夕
暮
れ
に
小
さ
い
蜩
（
ヒ
メ
ヒ
グ
ラ
シ
）
が
鳴
い
て
い
る
。

古
都
（
台
南
）
の
家
の
深
い
庇
が
可
愛
ら
し
い
蜩
を
あ
た
か
も
守
る
よ
う
に
し

て
鳴
か
せ
て
い
る
こ
と
よ
。

　

台
湾
で
は
強
い
日
差
し
を
避
け
る
た
め
に
庇
の
深
い
家
が
見
ら
れ
る
。
そ
の

庇
の
下
で
蜩
が
鳴
い
て
い
る
。
庇
に
隠
れ
る
よ
う
に
し
て
外
敵
か
ら
の
目
隠
し

と
も
な
っ
て
お
り
、
そ
う
し
た
古
都
の
深
庇
の
加
護
あ
っ
て
の
蜩
の
声
で
あ

る
。
夜
明
け
前
に
も
蜩
は
鳴
く
が
、
古
都
を
舞
台
と
す
る
こ
の
句
の
場
合
、
夕

暮
れ
が
よ
り
似
つ
か
わ
し
い
。
な
お
、
黄
の
注
記
で
は
「
ヒ
メ
ヒ
グ
ラ
シ
と
い

う
蟬
は
い
な
い
よ
う
」
と
あ
る
が
、
加
藤
正
世
『
分
類
原
色
日
本
昆
虫
図

鑑
（25）
』に
は
「
タ
イ
ワ
ン
ヒ
メ
ヒ
グ
ラ
シ
」
の
項
目
が
立
て
ら
れ
、
写
真
と
と

も
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
解
説
に
は
「
山
間
の
森
林
中
に
棲
息
し
、
ミ
ン
ミ
ン

ミ
ン
ミ
イ
―
、
ミ
ン
ミ
ン
ミ
ン
ミ
イ
―
と
多
く
の
場
合
二
た
声
宛
細
い
愛
ら
し

い
声
で
鳴
く
」
と
あ
る
。

18　
猫
御
前
の
そ
ろ
そ
ろ
秋
刀
魚
食
ひ
残
す

【
初
出
・
既
出
】『
台
北
俳
句
集　

三
七
集
』（
二
〇
一
一
・
九
）、『
台
北
俳
句

集　

三
八
集
』（
二
〇
一
二
・
四
）

【
読
み
】
ね
こ
ご
ぜ
の　

そ
ろ
そ
ろ
さ
ん
ま　

く
い
の
こ
す

【
季
語
】
秋
刀
魚
／
涼
し
い
頃

【
句
意
・
解
釈
】
句
意
を
二
つ
挙
げ
る
。
①
飼
っ
て
い
る
雌
猫
が
好
物
の
は
ず

の
秋
刀
魚
を
食
い
残
し
始
め
た
。
年
を
と
っ
て
し
ま
い
、
若
い
頃
の
よ
う
に
は

食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
心
配
だ
な
あ
。
②
秋
刀
魚
が
旬
の

季
節
を
迎
え
た
。
毎
度
毎
度
飼
っ
て
い
る
雌
猫
に
秋
刀
魚
を
食
餌
と
し
て
与
え

て
い
た
が
、
さ
す
が
に
飽
き
た
ら
し
い
。
そ
ろ
そ
ろ
食
い
残
し
始
め
た
な
あ
。

　
「
猫
御
前

0

0

」
と
い
う
尊
敬
語
を
用
い
た
表
現
に
は
、
雌
猫
に
対
す
る
特
別
な

愛
情
、
愛
着
が
感
じ
ら
れ
る
。『
台
湾
俳
句
歳
時
記
』
の
「
秋チ

ユ
ー
ト
オ
ヒ
イ

刀
魚
」
の
項
目

に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
日
本
名
が
そ
の
ま
ま
台
湾
語
で
発
音
さ
れ
る
魚
。

秋
に
北
海
か
ら
伊
豆
、
紀
伊
沖
に
南
下
し
て
産
卵
し
、
翌
春
に
北
へ
戻
る
し

み
っ
た
れ
で
、
雪
女
と
同
じ
く
台
湾
に
ま
で
来
て
は
く
れ
な
い
。
そ
う
い
え
ば

日
本
時
代
、
台
湾
で
は
い
つ
で
も
塩
さ
ん
ま
ば
か
り
だ
っ
た
。（
…
）
今
日
、

す
ご
い
数
の
秋
刀
魚
が
氷
塊
と
鮮
度
を
競
っ
て
陸
上
げ
さ
れ
。
庶
民
の
厨
を
潤

し
て
く
れ
、
素
寒
貧
の
猫
も
飢
え
な
い
」（
二
六
六
頁
）。
こ
の
記
述
か
ら
も
、

猫
に
与
え
る
に
適
し
た
魚
の
一
つ
と
し
て
秋
刀
魚
が
詠
ま
れ
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。「
ね
こ
ご
ぜ
の
」「
そ
ろ
そ
ろ
」「
く
い
の
こ
す
」
と
、
ｏ
音
の
繰

り
返
し
に
よ
る
整
調
が
見
ら
れ
る
句
で
あ
り
、
前
句
の
「
ヒ
メ
」
と
と
も
に
、

女
性
（
雌
）
が
詠
ま
れ
た
。
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19　
�

八
階
へ
上
が
っ
て
行
っ
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
な
か
な
か
十
二
階

か
ら
降
り
て
来
な
い

　
　
　
　
待
つ
と
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
だ
。

【
初
出
・
既
出
】『
黄
霊
芝
作
品
集　

巻
六
』（
一
九
八
二
・
五
）

【
読
み
】
は
っ
か
い
へ
あ
が
っ
て
い
っ
た
え
れ
べ
ー
た
ー
が　

な
か
な
か
じ
ゅ

う
に
か
い
か
ら
お
り
て
こ
な
い

【
季
語
】
無
季

【
句
意
・
解
釈
】
八
階
へ
上
が
っ
て
行
っ
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
、
今
度
は
十
二

階
ま
で
上
が
っ
た
ま
ま
、
そ
こ
か
ら
な
か
な
か
降
り
て
来
な
い
。
い
い
加
減
、

遅
す
ぎ
る
。
一
体
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
「
自
選
百
句
」
の
前
書
き
（「
は
じ
め
に
」）
に
お
い
て
、
黄
は
「
手
許
に
あ

る
資
料
か
ら
百
句
を
選
ん
で
み
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
作
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に

私
は
必
ず
し
も
五
七
五
の
定
型
に
臣
服
し
て
い
ま
せ
ん
し
、
季
語
の
虜
に
な
っ

て
も
お
り
ま
せ
ん
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
証
明
す
る
か
の
よ
う
な
無
季

か
つ
自
由
律
の
句
で
あ
る
。
こ
の
句
は
元
々
『
黄
霊
芝
作
品
集　

巻
六
』（
一

九
八
二
・
五
）
に
お
い
て
、「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
二
行

の
散
文
詩
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
「
自
選
百
句
」
で
は
新
た
に
俳

句
と
し
て
採
用
し
て
い
る
（「
降
り
て
来
な
い
」
は
、
初
出
で
は
「
下
り
て
来

な
い
」）。

　
「
待
つ
と
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
だ
。」
と
の
黄
の
注
記
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、

定
型
よ
り
も
か
な
り
長
い
句
自
体
が
そ
れ
を
体
現
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。
な

お
、「
は
っ
か
い
へ
／
あ
が
っ
て
い
っ
た
／
え
れ
べ
ー
た
ー
／
が
な
か
な
か
／

じ
ゅ
う
に
か
い
か
ら
／
お
り
て
こ
な
い
」
の
よ
う
に
切
っ
た
場
合
に
は
、
五
・

七
・
六
、
五
・
七
・
六
の
リ
ズ
ム
の
繰
り
返
し
と
な
っ
て
い
る
。

　

黄
は
「
私
は
リ
ズ
ム
を
も
つ
も
の
を
詩
だ
と
考
え
て
い
る
。
リ
ズ
ム
の
あ
る

と
こ
ろ
詩
が
あ
り
、
妙
な
る
音
曲
が
聞
こ
え
て
く
る
。
も
ち
ろ
ん
五
七
五
の
定

型
に
は
五
七
五
の
リ
ズ
ム
が
あ
り
、
至
っ
て
こ
よ
な
い
。
問
題
は
五
七
五
に
リ

ズ
ム
が
あ
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
で
は
五
七
五
以
外
に
は
リ
ズ
ム
が
な
い
の

か
、
と
い
う
問
題
に
出
く
わ
し
て
し
ま
う
こ
と
だ
。
真
実
に
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
音
色
に
は
あ
ら
ゆ
る
音
色
の
リ
ズ
ム
が
あ
る
と
考
え
る
方
が
正
し
い
だ
ろ

う
」（「
自
選
百
句
」
前
書
き
「
は
じ
め
に
」）
と
も
述
べ
て
い
る
。
独
自
の
リ

ズ
ム
を
し
て
、
誰
も
が
一
度
は
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
日
常
の
一
齣
を
詠
ん

だ
、
俳
味
の
色
濃
い
人
事
句
。

20　
父と
う

ち
ゃ
ん
じ
ゃ
な
い
ん
だ
っ
て
ば
守
宮
の
死

【
初
出
・
既
出
】
単
行
本
へ
の
掲
載
確
認
で
き
ず

【
読
み
】
と
う
ち
ゃ
ん
じ
ゃ　

な
い
ん
だ
っ
て
ば　

や
も
り
の
し

【
季
語
】
守
宮
／
夏

【
句
意
・
解
釈
】
こ
の
句
の
解
釈
は
様
々
に
考
え
ら
れ
る
が
、
大
き
く
異
な
る

二
つ
の
解
釈
を
次
に
示
す
。

　

①
守
宮
が
死
ん
で
転
が
っ
て
い
た
。
父
は
言
う
。「
父
ち
ゃ
ん
（
わ
た
し
）

が
殺
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
。」
批
難
の
目
で
父
親
を
見
る
、
虫
好
き
の
子
ど
も
に
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対
し
、
父
親
が
一
生
懸
命
に
弁
明
し
て
い
る
滑
稽
句
。

　

②
官
憲
が
家
に
土
足
で
踏
み
込
み
、
父
親
を
連
行
し
よ
う
と
す
る
。
子
ど
も

は
必
死
に
叫
ぶ
。（
罪
を
犯
し
た
の
は
）「
父
ち
ゃ
ん
じ
ゃ
な
い
ん
だ
っ
て
ば
。」

子
の
叫
び
も
虚
し
く
父
親
は
官
憲
に
連
れ
て
行
か
れ
た
。
騒
動
の
後
に
は
、
踏

み
殺
さ
れ
た
守
宮
が
、
あ
た
か
も
父
の
死
を
暗
示
す
る
か
の
よ
う
に
転
が
っ
て

い
た
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
風
の
深
刻
な
内
容
を
詠
ん
だ
句
。

　

①
②
の
よ
う
に
両
極
端
な
解
釈
が
生
ま
れ
る
の
は
、「
父
ち
ゃ
ん
じ
ゃ
な
い

ん
だ
っ
て
ば
」
と
い
う
会
話
体
の
採
用
と
そ
の
発
話
者
が
特
定
で
き
な
い
こ
と

に
起
因
す
る
。
も
と
よ
り
容
量
の
少
な
い
俳
句
は
、
読
者
の
読
み
の
介
入
が

あ
っ
て
は
じ
め
て
意
味
を
立
ち
上
げ
る
詩
で
あ
れ
ば
、
そ
の
特
性
を
生
か
し
た

（
読
者
へ
読
み
を
託
し
た
）
句
と
言
え
よ
う
。

　

掲
句
の
解
釈
に
お
い
て
、「
守
宮
」
が
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
（
季
語
）
で
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
台
湾
で
最
初
に
編
ま
れ
た
歳
時
記
で
あ
る
小

林
里
平
『
台
湾
歳
時
記
（26）
』の
「
守
宮
」
の
項
に
は
「〘
台
湾
名
〙
善シ

エ
ン
ラ
ン人

」
と
あ

り
、「
此
虫
原
来
無
害
な
る
の
み
な
ら
ず
、
虫
類
多
き
台
湾
に
於
て
は
、
種
々

の
虫
を
捕
食
す
る
の
で
、
非
常
な
益
虫
で
あ
る
、
と
の
某
混マ

マ

虫
博
士
の
調
査
書

の
発
表
せ
ら
れ
た
以
来
、
稍
其
度
を
減
ず
る
に
至
つ
た
」
と
説
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、『
東
方
台
湾
語
辞
典
（27）
』に
お
い
て
も
「
ヤ
モ
リ
」
は
中
国
語
と
同
じ

「
壁
虎
」
の
他
、「
蟮
蟲
仔
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
殺
し
て
は
な
ら
な
い
虫
と
し

て
の
「
善
」
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
。
と
す
れ
ば
、「
守
宮
の
死
」
は
、
単

な
る
虫
の
死
と
い
う
以
上
の
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
出
来
事
と
い
う
こ
と
に
な

る
。

　

単
行
本
へ
の
掲
載
は
な
い
が
、
二
〇
一
四
年
九
月
台
北
俳
句
会
の
句
会
会
報

に
黄
の
投
句
の
一
つ
と
し
て
「
父
ち
ゃ
ん
じ
ゃ
な
い
ん
だ
っ
て
ば
守
宮
の
屍
」

が
確
認
で
き
る
。
な
お
、
当
初
の
「
自
選
百
句
」
入
稿
段
階
で
は
こ
の
句
は
選

ば
れ
て
お
ら
ず
、
校
正
の
過
程
で
新
た
に
入
句
さ
れ
た
。
会
話
体
の
句
が
増
加

し
た
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
黄
の
句
の
傾
向
を
象
徴
す
る
一
句
で
あ
る
。（
既
に

紙
幅
が
尽
き
た
た
め
、
21
句
目
以
降
は
次
稿
に
期
す
。）

注⑴�

「
日
本
語
人
」「
日
本
語
族
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期

に
生
ま
れ
、
日
本
の
皇
民
化
政
策
の
下
で
教
育
を
受
け
た
た
め
に
、
台
湾
語

と
と
も
に
日
本
語
が
自
身
の
感
情
を
あ
ら
わ
す
の
に
最
も
便
利
な
言
語
と
し

て
身
に
つ
い
た
世
代
。

⑵�

「「
非
親
日
家
」
台
湾
人
の
俳
句
の
会
を
主
宰　

魅
せ
ら
れ
た
17
文
字
」

（『
朝
日
新
聞
』
朝
刊
、
二
〇
〇
七
・
二
・
一
、
八
頁
）

⑶�

黄
霊
芝
「
地
声
」（『
台
北
俳
句
集　

九
集
』
一
九
八
〇
・
二
、
一
〇
〇
頁
）

⑷�

二
〇
一
三
年
七
月
一
四
日
実
施
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
（
於
黄
霊
芝
自
宅
）。
稿

者
の
他
、
台
北
俳
句
会
会
員
の
杜
青
春
氏
、
三
宅
節
子
氏
も
同
席
し
た
。

⑸�

黄
霊
芝
著
・
下
岡
友
加
編
『
戦
後
台
湾
の
日
本
語
文
学　

黄
霊
芝
小
説
選

２
』（
溪
水
社
、
二
〇
一
五
・
六
）
の
刊
行
に
あ
た
り
、
新
た
に
書
き
下
ろ

さ
れ
、
収
録
さ
れ
た
。

⑹�
俳
句
の
実
作
者
で
あ
り
、
翻
訳
者
で
あ
る
堀
田
季
何
の
解
説
に
拠
る
（
堀
田

季
何
・
岸
本
葉
子
・
井
上
泰
至
の
鼎
談
「
グ
ロ
ー
カ
ル
な
俳
句
の
本
質
」
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『
俳
句
』
角
川
文
化
振
興
財
団
、
二
〇
二
四
・
七
、
六
五
頁
）。

⑺�
た
だ
し
、
正
確
に
述
べ
れ
ば
、
黄
は
日
本
語
に
よ
る
台
北
俳
句
会
と
は
別
に

一
九
九
二
年
か
ら
漢
文
俳
句
（
＝
湾
俳
。
中
国
の
漢
俳
と
は
異
な
り
、
七
字

～
一
二
字
を
限
度
と
し
、
季
語
も
用
い
る
）
の
指
導
も
開
始
し
、
二
〇
〇
八

年
ま
で
月
一
回
の
活
動
を
続
け
た
。
一
方
、
台
北
俳
句
会
は
黄
の
逝
去
後
も

主
宰
を
欠
い
た
ま
ま
（
黄
霊
芝
に
代
わ
る
主
宰
は
存
在
し
な
い
と
い
う
会
員

の
考
え
に
基
づ
く
）、
現
在
も
会
員
の
み
で
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。「
日

本
語
世
代
」
の
会
員
が
一
人
で
も
投
句
す
る
限
り
は
活
動
し
続
け
る
意
向
で

あ
る
。

⑻�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
放
送
こ
だ
わ
り
館
地
球
俳
句
「
台
湾
・
日
本
語
で
人
生
を
詠

む
」（
二
〇
〇
四
年
四
月
七
日
放
送
）
番
組
中
の
黄
の
発
言
。

⑼�

在
日
中
国
人
作
家
・
毛
丹
青
（
一
九
六
二
―
）
は
自
身
の
日
本
語
使
用
に
つ

い
て
「
言
語
と
い
う
の
は
、
牢
屋
で
あ
る
と
同
時
に
広
場
で
あ
る
」
と
述
べ

て
い
る
（「
越
境
作
家
フ
ォ
ー
ラ
ム　

全
記
録
」
二
〇
〇
五
年
一
一
月
九
日
、

於
名
古
屋
市
立
大
学
人
文
社
会
学
部
に
お
け
る
発
言
。
土
屋
勝
彦
編
『
越
境

す
る
文
学
』
水
声
社
、
二
〇
〇
九
・
一
一
、
二
九
〇
頁
）。
こ
の
毛
の
言
か

ら
、「
広
場
」
と
い
う
語
を
借
用
。

⑽�

拙
稿
「
戦
後
台
湾
の
日
本
語
文
学
―
黄
霊
芝
「
自
選
百
句
」
の
表
現
―
」

（『
表
現
技
術
研
究
』
第
一
二
号
、
二
〇
一
七
・
三
）、
の
ち
拙
著
『
ポ
ス
ト

コ
ロ
ニ
ア
ル
台
湾
の
日
本
語
作
家
―
黄
霊
芝
の
方
法
―
』（
溪
水
社
、
二
〇

一
九
・
二
）
所
収

⑾�

拙
稿
「「
達
人
（adept

）」
と
し
て
の
日
本
語
俳
句
―
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル

台
湾
の
日
本
語
作
家
・
黄
霊
芝
の
方
法
―
」（『
昭
和
文
学
研
究
』
第
七
八

集
、
二
〇
一
九
・
三
）

⑿�

ピ
ー
タ
ー
・
バ
リ
ー
は
旧
宗
主
国
の
言
語
を
用
い
て
書
か
れ
た
ア
フ
リ
カ
の

ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
文
学
の
展
開
を
「
採
用
（adopt

）」
期
、「
適
応

（adapt

）」
期
、「
達
人
（adept

）」
期
の
三
期
に
分
類
し
、「
最
後
の
段
階

に
は
、
ア
フ
リ
カ
の
作
家
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
規
範
に
言
及
す
る
こ
と
な
く
形

式
を
自
分
た
ち
の
目
的
に
合
わ
せ
て
変
形
す
る
、
文
化
的
な
独
立
宣
言
と
も

い
え
る
側
面
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。
バ
リ
ー
は
「
植
民
地
の
作
家
は
最
初
の

段
階
の
よ
う
な
卑
し
き
見
習
い
徒
弟
で
も
な
い
し
、
あ
る
い
は
第
二
段
階
で

の
単
な
る
免
許
取
得
者
で
も
な
く
、
そ
の
形
式
に
お
い
て
独
立
し
た
「
達

人
」
で
あ
る
と
い
う
想
定
に
、
こ
の
時
期
の
特
色
が
あ
る
」
と
論
じ
て
い
る

（
ピ
ー
タ
ー
・
バ
リ
ー
著
、
高
橋
和
久
監
訳
『
文
学
理
論
講
義
―
新
し
い
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
―
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
四
・
四
、
二
三
二
頁
）。

⒀�

夏
石
番
矢
編
『
山
頭
火
俳
句
集
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
八
・
七
、
八
一
頁
）

⒁�

拙
稿
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
台
湾
の
日
本
語
俳
句
―
黄
霊
芝
「
蟬
三
〇
〇

句
」
の
方
法
―
」（『
台
湾
日
本
語
文
学
報
』
第
五
七
期
、
二
〇
二
五
・
六
）

で
は
、
黄
に
蟬
句
が
多
い
理
由
と
し
て
、
黄
の
自
宅
（
三
五
歳
以
降
）
が
台

湾
で
も
有
数
の
蟬
の
観
察
場
と
さ
れ
る
陽
明
山
の
中
腹
に
あ
っ
た
こ
と
、
病

身
の
黄
に
は
、
死
ぬ
ま
で
啼
き
続
け
る
蟬
の
よ
う
に
あ
り
た
い
と
い
う
願
望

や
共
感
が
抱
か
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
ま
た
蟬
が
多
く
の
詩
歌
の
中
で
世
に

容
れ
ら
れ
ぬ
賢
人
の
比
喩
と
し
て
詠
ま
れ
た
こ
と
、
羽
化
登
仙
の
意
味
を
持

ち
、
玉
器
や
死
者
の
平
安
と
甦
り
を
願
う
埋
葬
品
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
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（
唅
蟬
）
な
ど
、
蟬
の
持
つ
そ
の
多
様
な
役
割
と
象
徴
性
か
ら
、
格
別
な
る

関
心
と
愛
着
が
抱
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
た
。

⒂�
伊
東
剛
史
「
翻
案
さ
れ
る
動
物
史　

な
ぜ
、
ミ
カ
ド
キ
ジ
は
ミ
カ
ド
キ
ジ
と

名
づ
け
ら
れ
た
の
か
？
」（
志
村
真
幸
編
『
動
物
た
ち
の
日
本
近
代　

ひ
と

び
と
は
そ
の
死
と
痛
み
に
い
か
に
向
き
あ
っ
て
き
た
の
か
』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出

版
、
二
〇
二
三
・
九
、
一
五
一
～
一
八
〇
頁
）

⒃�

拙
稿
「「
達
人
（adept
）」
と
し
て
の
日
本
語
俳
句
―
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル

台
湾
の
日
本
語
作
家
・
黄
霊
芝
の
方
法
―
」（
注
11
に
同
じ
）

⒄�

津
田
清
子
「
日
盛
」（
飯
田
龍
太
・
稲
畑
汀
子
・
金
子
兜
太
・
沢
木
欣
一
監

修
『
カ
ラ
ー
版
新
日
本
大
歳
時
記　

愛
蔵
版
』
講
談
社
、
二
〇
〇
八
・
一

〇
、
三
三
一
頁
）

⒅�

村
上
嘉
英
編
著
『
東
方
台
湾
語
辞
典
』（
東
方
書
店
、
二
〇
〇
七
・
三
、
三

〇
七
頁
）。
な
お
、
黄
霊
芝
は
こ
の
辞
典
の
校
閲
者
の
一
人
で
あ
る
。

⒆�

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
、
第
九
巻
（
小
学
館
、
二
〇
〇
一
・
九
、
九

二
一
〜
九
二
二
頁
）

⒇�

大
岡
信
監
修
『
短
歌
俳
句
動
物
表
現
辞
典　

歳
時
記
版
』
遊
子
館
、
二
〇
〇

二
・
一
〇
）「
鮟
鱇
」
の
項
（
三
二
六
頁
）

��

牧
野
富
太
郎
原
著
、
大
橋
広
好
・
邑
田
仁
・
岩
槻
邦
男
編
集
『
新
牧
野
日
本

植
物
図
鑑
』（
北
隆
館
、
二
〇
〇
八
・
一
一
、
八
二
五
頁
）

��

『
カ
ラ
ー
版
新
日
本
大
歳
時
記　

愛
蔵
版
』（
注
17
に
同
じ
、
九
四
〇
頁
）

��

新
村
出
編
『
広
辞
苑
』
第
七
版
（
岩
波
書
店
、
二
〇
二
三
・
二
、
一
七
三
一

頁
）

��

森
田
峠
「
枯
木
」（『
カ
ラ
ー
版
新
日
本
大
歳
時
記　

愛
蔵
版
』
注
17
に
同

じ
、
一
〇
三
一
頁
）

��

加
藤
正
世
『
分
類
原
色
日
本
昆
虫
図
鑑　

第
三
輯
』（
厚
生
閣
、
一
九
三

三
・
三
）「Plate13

同
翅
目
」
の
［
せ
み
科
］
にForm

osem
ia apicalis 

M
atum

ura. 

と
し
て
掲
載
が
あ
る
（
頁
表
記
な
し
）。

��

小
林
里
平
『
台
湾
歳
時
記
』（
政
教
社
、
一
九
一
〇
・
六
、
一
三
四
～
一
三

六
頁
）

��

『
東
方
台
湾
語
辞
典
』（
注
18
に
同
じ
、
二
六
八
及
び
三
一
三
頁
）

【
付
記
】�

本
稿
はJSPS

科
研
費24K

03624

の
助
成
を
受
け
た
研
究
成
果
の
一

部
で
あ
る
。
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Interpretation of Huang Ling-zhi’s “Selected One Hundred 
Haiku “(1): Haiku written by Japanese in Post-Colonial 

Taiwan 

Yuka SHIMOOKA

Huang Ling-zhi (1928-2016) was a writer and haiku poet who primarily used Japanese as his 

creative language in post-war Taiwan. He was one of the “Japanese language generation” that 

received Japanese language education in Taiwan, which was under Japanese colonial rule during 

his childhood and youth. Before his passing, Huang produced a wide range of works in Japanese, 

including haiku, tanka, novels, essays, critiques, and children’s stories. 

This paper focuses on “Selected One Hundred Haiku” (2015), which was the last work 

Huang published in his lifetime, making interpretation on all the verses. Due to space limitations, 

this paper will first cover verses one to twenty. 

Huang Ling-zhi’s career as a poet spanned over 60 years, during which he produced various 

haiku, including serious and emotional sketches, human interest poems, humorous verses, parody 

verses, and those rich in narrative. Among these haiku, some are quite difficult to understand, yet 

he skillfully distinguished between seasonal words in Taiwan and Japan, employing forms ranging 

from traditional structured haiku to free-verse without seasons, utilizing tonal and rhythmic 

variations to match the content. His methods were versatile, and the depth of each verse’s meaning 

is revealed through detailed analysis.


